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原画巡回展を行います 

開催日程 

下品野地域交流センター  令和 3年 11月  2 日(火)～14 日(日) 

品野台地域交流センター          11 月 16日(火)～28 日(日) 

水野地域交流センター        12 月 4日(土)～12 日(日) 

道泉地域交流センター   令和 4年 1月 18日(火)～30 日(日) 

西陵地域交流センター        2 月  1 日(火)～13 日(日) 

新郷地域交流センター        2 月 15日(火)～2７日(日) 

                 

 

令和 2 年１０月にパルティ瀬戸にて好評のうちに終了した「山渡る風」原画展

を、巡回展として市内６地域交流センター（下品野・品野台・水野・道泉・西陵・

新郷）と共同開催することになりました。 

下記の期間にてそれぞれの地域交流センターで行われます。 
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環境美化グループより花壇整備のお願い 

 〇掛川地域内の花壇の夏花の撤去作業 

    定光寺町   11 月 27日（土） 午前 9時から 

    下半田川町  11 月 27日（土） 午前 8時から 

 

 〇掛川地域内の花壇の花苗の植え付け作業 

    定光寺町   12 月 ８日（水） 午前９時から 

    下半田川町  12 月 11日（土） 午前８時から 

 

  お手伝いいただける方はご協力よろしくお願いいたします。 

 

     連絡先：定光寺町  水野一好 ☎48-5326 

         下半田川町 前田晴美 ☎48-5189 

  

販売します 年賀はがき 
お申込みいただくには、、、 

＊「山渡る風」のページからどの絵もはがきにします。（Ｐ４～Ｐ５４まで） 

＊はがきは、３種類    

・無地（文字なし） 

・迎春 

・あけましておめでとうございます 

（なお、お年玉年賀切手の発売は、令和３年１１月１日からです。） 

 

○受付期間      １０月２５日～１２月１５日（お早めに） 

○価格        １枚１０円（代金は、はがきと引き換えです） 

○注文先       定光寺町  川井信一 ☎４８－５４８２ 

下半田川町 早川紀彦 📳090-3422-5210 

 

申込用紙は10月25日発行のやまびこ号外

に載っています。そちらをご使用ください。 
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モチノキ  瀬戸の名木 80 
            定光寺参道の西側林内、市内最大 

掛川の名木 その２ （定光寺町②） 

 

イロハモミジ  瀬戸の名木 74 
               松本家の庭 

チャンチン  瀬戸の名木 70 
              定光寺参道階段下に植栽 

ハクウンボク  瀬戸の名木 88 
               応夢山北斜面に自生 アサダ  瀬戸の名木 60 

          蛇ヶ洞川と庄内川の合流付近、市内では稀な樹木    

タブノキ 瀬戸の名木 49 
          応夢山北斜面、市内の数本の内、最大 
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【お知らせ】 

令和 3年度 会計が 10月から高野和人さんに代わりました。 

 

 

生涯学習講座の案内と募集について 

史跡探訪ウォーキング講座② 「歴史の道 中馬街道を歩く」 

日  時 １２月４日(土) 午前 9 時～１２時 少雨決行 

場  所 上品野町（祥雲寺）から品野町（全宝寺）までの 

約 4 ㎞を歩きます。 

集合場所 下半田川町民会館へ午前 8 時 30 分集合 乗り 

合わせで行きます。 

申込期限 １１月 19 日（金） 

『信州飯田街道 雨沢峠～坂瀬坂、 上品野町、品野町』 

 

 近世中山道・下街道の脇往還として東濃地区と瀬戸・名古屋を結

び、信州や東濃から陶磁器・煙草・木地椀・紙など名古屋や海浜部

からは塩・茶・魚・醤油などが運ばれた。 

この街道沿いでも、上品野や下品野では馬継地となり、いわゆる

中馬が盛んに行われ、明治期以降「中馬街道」とも呼ばれていた。 

馬子唄に唄われた急坂難所の坂瀬坂から国境の雨沢峠に至る道は

往時の状況を良好に残す部分も見られる。 

国道 248号、津島神社から東に入り、品野町 5丁目の観音堂を

過ぎた角に中馬街道石の道標が建てられている。 

 

※愛知県文化芸術課文化財室ホームページより 

中馬街道   （中馬とは馬による荷物運送業） 


